


これまでの取組実績取組方向

【小児在宅医療】
○三重大学医学部附属病院小児トータルケアセンターと連携し、県内関係者を対象に小児在宅医療の普及・啓発、人材育成に取り組みました。（H25～29年度）
〇三重大学医学部附属病院小児トータルケアセンターが実施する医療的ケアを必要とする重症児のレスパイト・短期入所事業機能の拡充に対して支援を行いまし
た。（H27～29年度）
○国の小児等在宅医療連携拠点事業の採択を受け、これまでの県内全域への小児在宅医療の普及・啓発に加え、桑名地区、鈴鹿地区をモデル地区とし、小児在宅
関係者による会議を開催し、顔の見える関係づくりを行いました。（H25、26年度）
〇市町における小児在宅医療の取組を推進するため、補助事業を創設し市町の取組を支援しました（桑名市、鈴鹿市）。また、他地域での取り組みを促進するため
の働きかけを行いました。（H27～29年度）
○愛知・岐阜･三重の東海三県が合同で東海三県小児在宅医療研究会を開催しました。（H26～29年度）
○「医療を必要とする子どもが在宅でより良く過ごすために」というテーマで三重県小児等在宅医療連携拠点事業シンポジウムを開催しました。（H26年度）
○三重県障害者自立支援協議会に医療的ケア課題検討部会を設置し、医療的ケアが必要な方の課題について協議しました。（H27～29年度）
○医療的ケアが必要な障がい児者の支援を行う中核的な事業所を拠点として位置づけ、多職種の顔の見える関係づくりや相談支援専門員等のコーディネーターの
人材育成、障害福祉サービス事業所等における受入体制強化などを行いました。（H28年度：津圏域、鈴鹿亀山圏域、伊賀圏域、H29年度：松阪多気圏域、伊勢志摩
圏域、紀北圏域、紀南圏域）
〇三重県医師会に委託し、医師をはじめとする小児在宅医療に関わる多職種連携会議を開催しました。（H29年度）
【心身発達支援】
○平成29年６月に三重県立子ども心身発達医療センターを開設し、国立病院機構三重病院を始めとする関係機関との連携を進めました。（H29年度）
○三重県立子ども心身発達医療センターにおいて、これまで県立草の実リハビリテーションセンター及び県立小児心療センターあすなろ学園、県児童相談センターの
難聴児支援部門で取り組んできた取組を継続するとともに、子どもの心の診療拠点病院として、対象児へのケアのほか、市町や関係機関等への専門的な支援や人
材育成支援に取り組みました。（H29年度）

取組方向４
療養・養育支援体制の充実


